
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿沼市学校施設の長寿命化計画 
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（５）学校施設の保有量 

 計画対象となる建物を小中学校計 110棟、16.6万㎡保有しています。そのう

ち大規模改造の検討基準となる築 20年以上の建物が 84棟（76％）、11.6万㎡

（69％）を占めています。また、長寿命化改修の検討基準とする築 40年以上の

建物については 34棟（31％）、4.0万㎡（69％）を占めています。 

（改修等の基本的方針は P37参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☝注目 

図：築年別整備状況 

 

：大規模改造検討基準建築年 

長寿命化改修検討 

：長寿命化改修検討基準建築年 

大規模改造検討 

現役最大級の木造校舎です。（北小学校） 

H30(2018)年度から R2(2020)年度で耐

震補強及び大規模改造を実施していま

す。 

 

※令和元（2019）年現在 
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（６）今後の維持・更新コスト（従来型）の試算 

 従来の修繕・改修を今後も続けた場合、40年間で 777億円（1年あたり 19.4

億円）のコストがかかると考えられます。これは過去の施設関連経費の平均値

である 7.6億円/年のおよそ 2.6倍です。従来型の建替え中心で施設整備を進め

ていくのは、財政的にも不可能であるため、コストの平準化を図るため施設の

長寿命化整備を検討する必要があります。 

 

 

  

従来型の整備では、過去の施設関連経費

2.6倍になってしまいます。昭和後期か

ら平成初期に建築された建物が改築時期

を一斉にむかえることが主な要因です。 

☝注目 

施設整備費 
（修繕維持費含む） 

改築 大規模改造 光熱水費 

16 

維持修繕費 

図：今後の維持・更新コスト(従来型) 
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２ 長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果 

 40 年間の計画は、長寿命化による維持・更新コストの総額 602 億円を平準化

します。従来型の整備では、40 年間の総額で 777 億円（19.4 億円/年）かかる

と見込まれました（P15）が、長寿命型の改修をすることで 40年間の総額を 602

億円（15億円/年）に抑えることを可能とします。この数値は、過去の施設関連

経費の 1年間の平均と比較すると 2倍になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

長寿命型の整備にすると、従

来型の整備の約 5分の 4の経

費となります。 

☝注目 

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 縮減費

従来型 

40年間の平均 

19.4億円/年 

光熱水費 維持修繕費 部位修繕 

43 

図：今後の維持・更新コスト（長寿命型） 
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